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 インド・ガンジス河流域では、⽔質汚染や化学肥料の過剰使⽤ インド・ガンジス河流域では、⽔質汚染や化学肥料の過剰使⽤
によって⼟壌が劣化し、⼈々の暮らしに⼤きな影響を及ぼしていによって⼟壌が劣化し、⼈々の暮らしに⼤きな影響を及ぼしてい
ます。この状況の改善を⽬指し、2023年に「ガンジス河流域村にます。この状況の改善を⽬指し、2023年に「ガンジス河流域村に
おける⽔・⼟・森の⾃然資源共⽣型農業技術普及による持続可能おける⽔・⼟・森の⾃然資源共⽣型農業技術普及による持続可能
な⽣計向上⽀援プロジェクト（JICA草の根技術協⼒事業）」を開な⽣計向上⽀援プロジェクト（JICA草の根技術協⼒事業）」を開
始。3つの村の農家が主体となり、⽵炭などの⾃然資源を⽤いた始。3つの村の農家が主体となり、⽵炭などの⾃然資源を⽤いた
農業を通じて地域の暮らしを豊かにする活動を進めています。農業を通じて地域の暮らしを豊かにする活動を進めています。
 今後の活動をさらに発展させることを⽬指し、3村の農家の代表 今後の活動をさらに発展させることを⽬指し、3村の農家の代表
メンバーと、彼らと協⼒しながらプロジェクトを推進するスタッメンバーと、彼らと協⼒しながらプロジェクトを推進するスタッ
フが研修のため来⽇します。この機会に、村の暮らしやプロジェフが研修のため来⽇します。この機会に、村の暮らしやプロジェ
クトへの思い、今後の抱負についてお話しします。クトへの思い、今後の抱負についてお話しします。

　インド・ガンジス河流域では、水質汚染や化学肥料の過剰使用
によって土壌が劣化し、人々の暮らしに大きな影響を及ぼしてい
ます。この状況の改善を目指し、2023年に「ガンジス河流域村に
おける水・土・森の自然資源共生型農業技術普及による持続可能
な生計向上支援プロジェクト（JICA草の根技術協力事業）」を開
始。3つの村の農家が主体となり、竹炭などの⾃然資源を⽤いた
農業を通じて地域の暮らしを豊かにする活動を進めています。
　今後の活動をさらに発展させることを目指し、3村の農家の代表
メンバーと、彼らと協力しながらプロジェクトを推進するスタッ
フが研修のため来日します。この機会に、村の暮らしやプロジェ
クトへの思い、今後の抱負についてお話しします。
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18:30 ~�20:00
6/16TUE

2026

（18:00開場）

;\p

言 語 日本語

（英語/ヒンディー語の発表は日本語へ通訳いたします）

申込み方法 右記の専用フォームまたはチラシ裏面の申

込書に必要事項を記入し、

FAX:(03)3324-7111でお申込みください。

申込み締切 2026年6月14⽇ (⽇ )

主　催 公益財団法人オイスカ

公益財団法人オイスカ 海外事業部
〒168-0063 東京都杉並区和泉2-17-5
TEL: (03)3322-5161　E-MAIL：kaigai-kaihatsu@oisca.org

【お問い合わせ先】

専用フォーム
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